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毎年のように到来し、たくさんの被害をもたらす台風。
避けることができるものならば、そうしたいのですが、自然に逆らうことは不可能なことです。
そこで、せめて被害を少しでも小さくしようと、台風対策をご紹介。
小さなことで大きな被害を避けることができるかも知れません。 

●台風がくる前に
　　台風が接近してから屋外に出るのは危険です。
　　気象情報を利用して台風がくる前に対策をとりましょう。

　家の外の備え
・窓や雨戸はしっかりと鍵をかけ、必要ならば外から板を打ち付けて補強する。
・庭木に支柱を立てたり、塀を補強したりする。
・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。
・テレビアンテナはステー線や支柱を確認し、補強しておく。
・風で飛ばされそうな物は飛ばされないように固定しておく。

　家の中の備え
・雨戸をおろしたり、割れたときのガラスの飛散を防ぐ為に
　ガラス窓にﾃｰﾌﾟを貼ったりする。外からの飛散物の飛び込みに
　備えてカーテンやブラインドを閉めておく。
・非常用品をまとめて、持ち出し袋などに入れておく。
　（懐中電灯、ローソク、マッチ、携帯ラジオ、乾電池 など）
・断水に備えて飲料水を確保する。
・避難場所への避難経路を確認しておく。

●台風が接近しているとき
　　台風情報に注意する
　・台風が近づくと、気象台発表の台風情報がテレビ、ラジオで伝えられる。
　　情報を受けたら、再び家の周りの安全を確かめる。

　危険な場所に近づかない
・雨で増水した小川や側溝は境界が見えにくい。また、冠水した
　道路上では浮き上がったマンホールも見えにくいので注意する。

　台風の強い風は二段構えでやってくる
・今まで吹いていた強い風が急に弱まっても、およそ１～２時間後
　には再び吹き返しの強風がやってくることがある。風が弱まった
　からといって、屋根の上に上がったり、家の周りを歩いたりしない。
・強風による飛来物（たとえば瓦や看板）を頭に受けて死亡する
　事故が多くなる。やむをえず戸外へ出るときはヘルメットなどを
　かぶるようにする。

台風のみに限らず、災害時に対応できるように日頃から避難場所
避難経路の確認はしておきましょう。


